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胎生中期から後期の E12 から E18 にかけて、ICR マウスに対して標準飼料 CE-2(日本クレ
ア；344.9kcal/100g,	 タンパク	 24.9%,	 脂肪	 4.6%,	 NFE	 51%)の総摂取量を 50%に制限し、
低体重胎仔を作出した。出生直後と成人後の体重・心重量を測定し、雄について母乳およ
び標準飼料を自由摂取下で飼育し、15 週齢の成人期で心臓超音波検査による心機能評価を




ロリー制限群	 1.15±0.08g、対照群	 1.77±0.11,	 p<0.001)。体重と共に心室重量もカロリ
ー制限群では低下しており（心室重量；カロリー制限群	 5.3±1.1mg、対照群	 7.5±1.0mg,	 
p<0.001）、心室体重比に変化は認めなかった(心室体重比；カロリー制限群	 4.6±0.9	 mg/g、
対照群	 4.3±0.3	 mg/g,	 p=0.224)。つづいて、15 週齢では、脛骨長において有意差を認め
たが(脛骨長；カロリー制限群	 19.0±0.3	 mm、対照群	 19.6±0.3	 mm,	 p<0.01)、体重およ
び心重量に有意差は認められなかった(体重；カロリー制限群	 40.0±3.2g、対照群	 40.4±
3.3g,	 p=0.873,	 心室重量；カロリー制限群	 184.0±10.8	 mg、対照群	 188.1±17.4mg,	 
p<0.644)。また、心臓超音波法で測定した心駆出率も変化は認められなかった(心駆出率;	 
カロリー制限群	 91.0±4.4%、対照群	 91.4±3.3%,	 p=0.884)。	 
	 
【結論】	 
胎生期低栄養により、体重および心室重量が減少することが明らかとなった。出生児に
認めた体格差は、脛骨長のみ成人期まで残存するが、体重および心重量についてはなんら
かの代償機構により差が消失することが明らかとなった。また成人期の心駆出率に有意な
差は認められなかった。	 
 
 
